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【
論
文
要
旨
】 

本
論
文
で
は
、
明
治
期
に
お
け
る
昔
話
の
研
究
と
し
て
、
主
に
、
明
治
二
十
七
（
一
八
九
四
）
年
～
明

治
二
十
九
（
一
八
九
六
）
年
に
か
け
て
刊
行
さ
れ
た
巌
谷
小
波
の
『
日
本
昔
噺
』
叢
書
（
全
二
十
四
編
）

に
つ
い
て
の
分
析
を
行
っ
た
。『
日
本
昔
噺
』
は
、
日
本
の
有
名
な
昔
話
を
一
定
の
様
式
に
書
き
直
し
て

残
す
と
い
う
企
画
の
下
に
刊
行
さ
れ
た
叢
書
で
あ
る
。
巌
谷
は
、
古
く
か
ら
あ
る
昔
話
な
ど
を
そ
の
ま
ま

の
形
で
『
日
本
昔
噺
』
に
収
録
す
る
の
で
は
な
く
、
独
自
の
改
変
を
加
え
て
再
話
を
行
っ
て
い
る
。
本
論

文
で
は
、
巌
谷
の
昔
話
の
再
話
方
法
に
ど
の
よ
う
な
特
徴
が
あ
る
の
か
、
ま
た
、
そ
の
特
徴
は
ど
の
よ
う

な
要
因
に
よ
る
も
の
で
あ
る
の
か
を
明
ら
か
に
し
、
明
治
期
に
お
け
る
『
日
本
昔
噺
』
の
位
置
づ
け
を
探

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。 

第
一
章
で
は
、
巌
谷
小
波
及
び
『
日
本
昔
噺
』
叢
書
の
情
報
の
整
理
と
、
『
日
本
昔
噺
』
の
先
行
研
究

概
況
を
ま
と
め
、
今
ま
で
の
研
究
動
向
を
把
握
し
た
。 

第
二
章
で
は
、
『
日
本
昔
噺
』
の
う
ち
『
御
伽
草
子
』
に
同
様
の
話
が
見
ら
れ
る
、
第
六
編
「
大
江

山
」
、
第
十
一
編
「
物
臭
太
郎
」
、
第
十
八
編
「
浦
島
太
郎
」、
第
十
九
編
「
一
寸
法
師
」、
第
二
十
二
編

「
猫
の
草
紙
」
の
五
作
品
を
取
り
上
げ
、『
御
伽
草
子
』
と
の
本
文
比
較
を
行
っ
た
。
比
較
の
際
、
『
日
本

昔
噺
』
で
は
『
御
伽
草
子
』
の
話
を
ど
の
よ
う
に
改
変
し
再
話
を
行
っ
て
い
た
の
か
、
そ
の
特
徴
を
分
析

し
巌
谷
の
再
話
の
傾
向
を
見
出
し
た
。 

第
三
章
で
は
、
第
二
章
で
ま
と
め
た
『
日
本
昔
噺
』
の
再
話
の
特
徴
が
、
ど
の
よ
う
な
要
因
に
よ
る
も

の
で
あ
る
の
か
、
巌
谷
の
再
話
の
意
図
、
明
治
時
代
の
社
会
状
況
と
教
育
、
明
治
時
代
の
思
想
な
ど
の
観

点
か
ら
考
察
し
た
。
ま
た
、
そ
の
上
で
、
明
治
期
に
お
け
る
『
日
本
昔
噺
』
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
も
考

察
を
行
っ
た
。 


